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は じめ に

　学年と学級 を固定 して ，

一
定の 内容 を同時に多数の 生徒 に教授す る

一斉授業の

形態は ， 欧米の 先進国や 日本 など ， 19世紀の 末に義務就学制度 を確立 した多 くの

国で 広 く普及 し， 20世紀の 学校教育の 特徴の ひ とつ とな っ て い る 。 20世紀 に なっ

て 行われ た様 々 な教育方法の 改革は ，

一
斉授業の 改革の 歴 史で あ っ た と言 っ て も

よい で あろ う。 我 が 国で も明治 時代 に
一

斉 授業が普及 して 以 後 ， 大正 新教育や 戦

後教育改革の 中で ， しば しば
一 斉授業 を改革 し，教育 を個別化する こ とが提 唱 さ

れ た 。 教育 を個別化す る こ とは現在で もな お 日本の 教育改革 の 主 要なテ
ー

マ の ひ

とつ とな っ て い る 。

　一
斉 授 業 に対 す る批 判 は ， 19世紀末か ら20世紀前半 にか けて の 世界的な新教育

運動 の なか で 明確 に現れ て い た 。 そ の 要点は ， 生徒 ひ と りひ と りの 能力 の個 人差

や個性の 差異 に対応で きない こ と， お よび
， 生徒 の 聴講 を前提 に して お り， 生徒

をい つ も受け身に させ て い る こ と ， とい う2 点 に まとめ られ る 。 そ こ で ，

一
斉授

業を打破 して
， 教育 を個別化する とと もに ， 生徒 の 自発的ある い は 能動的な活動

を保障する こ とが ，
20世紀前半の 新教育運動 にお け る教育方法改革 の 中心 的な課

題 とな り， 様 々 な教育方法が 開発 され た 。 中 で もア メ リカ で 開発 され た ウ ィ ネ ト

カ ・プ ラ ン と ドル トン
・プ ラ ン は ， そ の よ うな教 育方法 と して ， 1920年代に世界

中の 注 目を集め た 。 と くに ， ドル トン ・プ ラ ン は ， 教育を個別化 した 実践 （個別

教授法） と して ， また は， 自学主 義の 教育方法 と して ， ア メ リ カの みな らず イギ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l）

リス
， 中蜃 ， ソ 連 ， H本 などに も大 きな影響を与えた。

　だが
，
1920年代 の新教育運動は ， 教育を個別化するこ との み を目的 としてい たの

で は ない 。 それ と同時に ， 学校を共同社会にする こ と （学校の 社会化）をも主要な

昌皰 として い た。 都市化 と工業牝 が進ん だ19琶紀末以後 ， か つ で の安定 した人間関

係 に支えられた共 同体 は失われつ つ あっ た 。 そ こ で ， 学校で の 集団活動などを通 し

て子 どもの社会性を形成し ， 学校 を共同社会にす るこ とが 目指 されたの で ある。

　L たが っ て ， 教育の 個嬲 ヒと学校の 社会化 とい う2 つ の 方向を どの よ うに関連

づ けるか は新教育運動に お ける教授理論の 課題で あっ た 。 ドル トン ・プ ラ ン や ウ

ィ ネ トカ ・プラ ンは，
一般 に個別化の 方法と見 なされ る こ とが多 い が

，
それ らが

1920年代に 大 きな注 目を集め た の は ，
こ の 2 つ の 方向 を含 ん で い たか らに ほ か な

らない
。 1920年代宋の ア メ リカの 教育概況 を記 した連邦教育局報告書 は ， ドル ト

ン ・プ ラ ン とウ ィ ネ トカ ・プラ ン を例 にあげて ， 錮 劉教授法が 普及 L つ つ ある現

況 を指摘 しなが らも ， 「学校 の 中の 共同体生活 を こ わ した り， 子 ど もの 社 会化 を

阻害した りす る 方法は ， どん なもの で あれ決 して注 目され る こ とは ない 」こ とに
　 　 　 　 　 　 　 　 2）

注意を捉 して い た 。 事実 ， ドル トン ・プラ ン は 自由と共働 とい うふ たつ を基本原
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3〉

理 に含ん で い た の で ある 。

　そ の こ とは ， ドル トン ・プ ラ ン に 関す る紹介や研究に も反映 して い る。 自由と

共働 とい う 2 つ の 原理の い ずれ を重視する かに よっ て ， ドル トン ・プ ラ ン が偲劉

化 の ための 方法で ある こ とを強調する もの と ， 共同社会 をつ くる た め の 方法 で あ

る こ とを強調 する もの とに分類で きる 。 前者の例 と して は ， キル パ トリ ッ クや イ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4〉

ギ リス の リ ン チ などがある。 こ の 見解は ， 近年で は
一
般化 して お り， ドル トン ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お

プ ラ ン は 「個人差に 直接対応す る個別教授」 と見 なされ る の が普通 とい っ て よい

　 　 6｝

だ ろ う。 また
，

ドル トン ・プ ラ ンが 自学の 方法である こ と を強調 した紹介 も ドル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7）

トン ・プ ラ ン の 慮晦の 漂理 C：着 9L て い る。 後者の 纒 は大正 時代の 紹介の 中に多

い 。 我 が 国に お ける代表的な紹介者で あ っ た赤井米吉 ， 中国で の 普及 の 指導者で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 at

あっ た舒新城 など も， こ の 点 に着 目して い た。

　こ の よ うに ， ドル トン ・プ ラ ン の 評憊 は 多様で あるが ， こ れ らの 覇 究 にほ ぼ共

通す る 2 つ の 欠陥が ある 。 ひ とつ は ， ドル トン ・プラ ンの 解釈 をヘ レ ン ・パ ー カ

ー
ス ト （Helen　Parkhursし1886−1973）の 『ドル トン ・ プラ ン の 教育」（1922）の

み に よっ てい る こ とで あ る 。 この 書物 は多 くの 匿で 翻訳 され ， 最 もよ く読まれた
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重要な書で はある が ， じつ はパ ー カ ース トの 理 論を正確 に述べ た もの で はなか っ

た 。 た とえば
， 同書で は ドル トン ・プ ラ ン の 原理 と して ， 自由の 原理 ， 共働の 原

理 とい う2 つ の 原理 を挙げて い る が ，
パ ー カ ー

ス トは ， 同書以外で は，
つ ねに ，

第 3 の 原理 と して ， 自己 計画の 原理 を挙 げて い た 。 こ の 第 3 原理 を明示 して お ら

ず， エ マ
ー

ソ ン を長々 と引用する など 自由を過度 に強調 して い た点で ， 同書は ド

ル トン ・プラ ン にか んする偏っ た説明で あ っ た 。 ドル トン ・プラ ン の 評価 を同書

の み に依拠 す る こ とは で きな い
。 もうひ とつ の 欠陥は ， ドル トン ・プ ラ ン の 成立

過程 とパ ー カ ー
ス トの 思想形成 の 過程 を無視 して い る こ とで あ る 。 そ の た め ， ド

ル トン
・プ ラ ン の 歴史的意義 も，進 歩主 義教育 にお ける ドル トン ・プ ラ ン の 位置

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

もあい まい な ままで ある 。

　本稿 の 課 題 は ， ドル トン ・プ ラ ン の 成立過程 を分析 し， ドル トン ・プ ラ ン の 教

育思想史的系譜を明 らか にする こ とで あ る 。 ドル トン ・プ ラ ン が ア メ リカの 進歩

主 義教 育を代表す る実践 の ひ とつ で あ る こ とは誰 しも認 め るで あ ろ うが ， そ れ が

どの ような思想的背景 を もっ て 出現 した の か ，
こ れ まで の 研 究で は明 らかで は な

い 。 そ して そ の こ とは ， ドル トン ・プ ラ ンが教 育の 個別化 の た め の 方法で あるか ，

学校 を社 会化 する ため の 方法 で あ るか をめ ぐる評価の 分裂の 原 因 に なっ て い る 。 ド

ル トン
・プ ラ ン の 成立過程 の 解 明 とい う本稿 の作業 は ， ドル トン ・プ ラ ン に おい

て 個別化 と学校の 社会化 とが どの よ うな関係 に あ っ たか を明 らか に す る はずで あ

り， また ，それ は 進歩主 義教育の 教授理論 の 特質の 解 明に もつ なが る はずで あ る 。

1　 起源 と して の 児童研究一 青年期の 試行

　 ドル トン ・プ ラ ン の 創始者で あ る ヘ レ ン ・パ ー カ
ー

ス トは ， 1886年 3 月 8 日に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユo；

ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の デ ュ ラ ン ドで 生 まれ た 。 1904年に ハ イス クー ル を卒業 し ， た

だ ちに地 元 の 小学校の 教員 に なっ た 。 学校の 生徒 数は40人 で ， そ れが 8学 級 に 分

か れ て い たが ，彼女は ひ と りで全 員 を ひ とつ の 教 室 で 教 えなけれ ばな らなか っ た 。

こ の ときに彼女は ， 教室の 隅 に それぞれ 異 なる教科別 の 学習場所 を設ける方法を

工 夫 した 。 彼 女が ひ とつ の 学級 の 生 徒 を教 えて い る 間 ， ほ か の 学級 の 生徒 は教 科

別 の 学習場所で
， 学年の 違 い を越 えて 協力 して 自習 したの であ る 。 こ の 方法は ，

萌芽的で は あるが ， 教科別実験室 ， 自発 的学習 ， 生 徒相互 の 協力 ， とい う ドル ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユユラ

ン ・プ ラ ン の 要素をすで に含ん で い た 。
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ドル トン ・
プ ラ ン の 成立過程 とヘ レ ン ・パ ーカ ー

ス トの 思想形成

　パ ー カ ース トは1905年か ら07年 まで
，

ウ ィ ス コ ン シ ン 州立 リバ ー
フ ォ

ー
ル ズ師

範学校で 学び
，

4 年の 課程 を 2 年半で 修了 した 。 の ちに 彼女が語 っ た とこ ろ に よ

る と
， 同校 で 学 ん で い た 時 に ， 自由 ， 集団 の 交 流 ， 自己 計 画 （budgeting　of

　 　 12｝

time）とい う3 つ を教育の 基本原理 にす え る 「革命的 な」方 法 ， すなわ ち後の ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］3）

ル トン ・プ ラ ン を構想 し始め た とい う。 同師範学校で パ ー カース トが 主に学ん だ

の は ， 体 育 （30）， ドイ ツ語 （30）， 唱歌 （20）， 音楽 （15），朗読 （20），心理学
　 　 　 　 　 　 　 　 14）

（10） な どで あ っ た。 括 弧内は学ん だ期 間の 月数で あ る。 修 了 した と きの パ ー カ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15）
一ス トの 論文 の テ ーマ は 「子 ど もの 心」で あ っ た 。 また ， 時期 は は っ きりしない

が ，
この こ ろ ， 表現 を重視す るデ ル サ ル ト体操に興味をもち ， 2 年間にわた っ て

個 人 的 な訓練 を受けて い た 。 さ らに ， 卒業後だが ， 1911年に ワ シ ン トン 州タ コ マ

市の 教育委員会 に提出 した調書には ， 体育 と心理 学 を教 えたい との 希望 を明記 し
　 　 16）

てい る 。 こ れ らの 記録 は ， 当時の 彼女が 3R
’

sな どの 伝統的 な教科内容の 伝達 よ

りも， 体育， 音楽 ， 子 どもの 心理な ど ， 子 どもの 自発的 な活動や表現 に関心 を も

っ て い た こ とを示 して い る 。 以上 の 経歴 か らわか るの は ， 明確 な理論 に基づ い て

い る とは言 えない に して も ，
パ ー カ ー

ス トは教 育 にお け る 自発性 と共働， 自由な

活動 と表現 を重視 して い た とい うこ とで あ る 。

　パ ー カ ー ス トは ， 1907年 6 月 に リバ ー
フ ォ

ー
ル ズ の 師範学校 を卒業 した の ち ，

ウ ィ ス コ ン シ ン 州ハ ドソ ン で ， 小 学校 の 1年生 担 当の 教 員 と して勤務 し ， 1908年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユの

に は ハ イ ス ク ー ル で の 教員養成部門 の 仕事 も兼任 した。 そ の こ ろ エ ドガ ー ・ジ ェ

イム ズ ・ス ウ ィ フ ト （Edgar　James　Swift， 1860 − 1932）の 著書 『精神 の 形成過程 』

を読ん で 教育的実験室 とい う考 え方 を学び ， こ れが ドル トン ・プ ラ ン の 成 立 に重
　 　 　 　 　 　 　 18）

要な影響 を与 え た 。 ス ウ ィ フ トは ， 児童研 究 の 中心地 で あ る ク ラ
ー ク 大学で 児童

研究 を学 んで 1903年 に学 位 （PhD ．） を取得 し， 1903年 か らミズー
リ州の ワ シ ン ト

ン大学で 心 理 学 と教育学 を担 当 して い た 。 児童研 究 は子 ど もの 自由な身体活動や

自発 性 を最 大 限 に保障す る こ とで 子 どもの 自然 な発達 を促す こ とをめ ざして い た
　 ］9〉

か ら ， そ の 思想にパ ー カ ー
ス トは共感 をもっ た はずで ある 。

　そ こ で ，
パ ー カース トがス ウ ィ フ トか ら学 ん だ実験室の 意味 を確 かめ てみ よ う。

　『ドル トン ・プ ラ ン の 教育』の 中で パ ー カ ー
ス トが ス ウ ィ フ トの 著書か ら引用

した箇所 は ， 彼女が ス ウ ィ フ トか ら何 を学 び取 っ た か を示 して い る。 引用 の なか

でパ ー カ ー
ス トが あえて 強調 を加 えた 部分 を抜 き出 して み よ う。

パ ー カ ー
ス トは

，
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「教 師が眉 をひ そめ る よ うな性質 を もっ た子 ど もで も， 教 師を越 える よ うな人 間
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 an］

に なる芽をもっ て い る か もしれ ない 」 と
， 子 ど もの 可 能性 と創造性 に 期待 を表明

し ， 「環境 を とお して 示 唆を与える こ との 影響の 大 きさは ， 教 育で は まだ十分 に
　 　 　 　 　 　 　 21）

認め られて い ない 」 とい う現状 を批判 して ， 環境 の 重要性 を指摘 した 。 その上 で ，

「合理 的な教育方法 は ， 教 師が生徒 とと もに学習 し， 自発 的に もの ご とを探求 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 22）

たが る よ うに生徒 を鼓吹す る こ と」で ある と述べ
， 教 師 と生徒 の 協力関係 と自発

性 を重 視 した教 育方法 を提 案 したの で あ る 。 こ の よ うな ， 子 ど もが 自発 的 に学習

し， 協力的 な関係 が で きて い る環 境が教 育的実験室 で あ っ た 。 こ どもの 自発性 と

環境 の 整備 の重 要性 を確認 した点で ，
パ ー カ ース トは児童研 究を継承 して い た と

言 える 。 だが 同時 に ， 子 ど もの創造性や協力 関係 の構 築を強調 した点で は ， の ち

の 進歩主 義教育 へ とつ なが る 傾向 も含ん で い た 。

　1909年 9 月に ，
パ ー カ ース トは ワ シ ン トン州 タ コ マ 市 の エ デ ィ ソ ン 小学校 に赴

任 した 。
パ ー カ ース トは第

一
学年の 35名の 生徒 を担任 し ， 読書の 時間に フ ォ

ー
ク

ダ ン ス を導入 した り， 地理 の 時間に子 どもを野外 に連 れ て 行 っ た りす る斬新 な授

業を行い
， 学校 中の 注 目を集め た 。 彼女の 授業 を観察 したA ．H ．ヨ ー ダー （Albert

Henry　Yoder
，
1866 − 1940）教 育長 は ，彼女 の 実践 を高 く評価 し ， 励 ま し を与 え

た 。 1910年 6 月の タ コ マ ・
ス タ ヂ ア ム の 完成 を祝 うフ ェ ス テ ィ バ ル で は ， 教 育長

の 推薦 に よ り，パ ー カ ー
ス トが 生徒 の ダ ン ス を指揮 して 大 成功 を収 め ，

パ ー カ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 231

ス トは 教育委員会か ら表彰 さ れ た 。 ヨ ー ダー は1893− 94年 に ク ラー ク大学の 研 究

員 と して児童研究に取 り組み ， 1895年か ら1901年 まで ， 『児童研究月刊誌』 （Child

Study　Mon 　thiy）の 編集長を務め る な ど
， 西海岸で の児童研究の 指導者 の

一
人 で

あ っ た 。 した が っ て
， 子 ど もの 身体的活動や 表現 を重 視 したパ ー カー ス トの 授業

や指導方法に対 して
， 児童研 究に造詣の 深い 教育長が 共感 を もっ たの で ある 。

　 こ うして教 育長 の 信頼 と許可 を得 た うえで ， 1910年 にパ ー カー ス トは ， 1年生

か ら 4 年生 まで の 生 徒 約 100人 を対 象 に ， 実 験 室 案 （laboratory　 system 　of

education ） を実施 した 。 まず ， 教室を教科毎の 実験 室に し， 各実験室 に はその 教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ？A ｝

科担 当 の 教 師 をお い た 。 こ の 環 境の 中で 行 わ れ た 実践 に よ っ て ，
の ちの ドル ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 as）

ン ・プラ ン につ ながる 3つ の 原理が確立 した 。 3 つ の 原理 とは
， 第一 に

， 実験室

内に ， 異なる学年の 生徒が混在 した小集団が で き， 生徒が お互 い に協力 して 学習

するこ と ， すなわ ち ， 集団生活 の交流の原理 （interaction　of 　groups ）で ある 。 第
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ドル トン ・
プラ ンの 成立 過程とヘ レ ン ・パ ーカ ース トの 思 想形成

二 に
，

一
人

一
人 の生徒が 自主的に実験室 を選択する こ とが で きる こ と， す なわち

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26｝

自主性の 原 理 （initiative）で ある 。 第三 に ， 時間割に は60分毎の 区切 りなどが な

く， 生徒が気の 済む まで 同じ実験室で 学習する こ とがで きるこ とで ある。 これ は ，

自己計画の 原理 （budgeting。f　time）で ある 。

　以上 の こ とか ら明 らか な ように ， ドル トン ・プ ラ ン の 起源とされ る タ コ マ で の

実験室案は ， 児童研究を実践に応用 したもの と見 なす こ とがで きる 。 集団生 活の

交流 ， 自主性 ， 自己計画 とい う3 原理 は
， 実験室 とい う環境の なかで 子 ど もが 自

発的な学習 に取 り組むた め の 方途で あ っ た 。

il モ ン テ ッ ソ
ー リか ら学んだ もの 一 自由の 原理

　 タ コ マ で の ダ ン ス 指導と実験室案の 実践 で 注 目を集め たパ ー カ ー ス トは ，
い く

つ か の 師範学校 か ら誘い を受け ， 1912年にウ ィ ス コ ン シ ン 州立 ス テ ィ
ー ブ ンス ・

ポ イ ン ト師範学校の 初等教員養成部門 の教 員 に転任 した。 ス テ ィ
ー

ブ ン ス ・ポ イ

ン トに在職 して い たの は 1912年か ら15年 まで の 短い 間だが ，
こ の 間に ， 彼女 はモ

ン テ ッ ソ
ー

リの 理 論 を学び ， 新 た な思想的な展 開を とげた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．7〉

　 1912年前後は ， ア メ リカは熱狂的 なモ ン テ ッ ソー リ ・ブ ーム の 中 にあ っ た 。
パ

ー カ ース トはモ ン テ ッ ソ ー リ ・メ ソ ッ ドに 関心を もち， 1914年 1 月か らそ の 年の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28｝

夏 まで ，
モ ン テ ッ ソ

ー
リ ・メ ソ ッ ドを研 究す る た め に ， イ タ リア お よび ドイ ツ に

留学 した 。 その 間 に ロ ーマ で 開か れ た 第 2 回 国際モ ン テ ッ ソ
ー リ教 師養成 コ ース

　 　 　 　 29）

に出席 した 。 帰国後 は ， 中西部モ ン テ ッ ソー リ同窓会 の 会長 とな り， 全米の 各地
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 su）

で モ ンテ ッ ソ
ー リ法普及の た めの 講演 を行な うな ど ， ユ918年 1 月 まで ， ア メ リカ

に お ける モ ンテ ッ ソ
ー リ教育の 指導者 として 活躍 した 。

　モ ン テ ッ ソ ー リはパ ー カ ー ス トに 対 して特別 に篤い 信頼 をお い て い た 。 サ ン フ

ラ ン シ ス コ で 開か れ たパ ナ マ 太平洋万国博覧会 に お い て
，
1915年 8 月か ら11月ま

で 開か れ たモ ン テ ッ ソ
ー リ ・モ デ ル ・ス クー ル の 指導を全 面 的 にパ ー カ ー ス トに

任せ た こ とは そ の 現 れで あ っ た 。
パ ー カ ース トは こ の モ デ ル ・ス クー ル で ， 3 歳

児か ら 6歳児 まで の 35名 を 4 カ 月間指導 した。 博覧会 の 記録 に よれ ば ， 彼女 は子

ど もへ の 強制や 抑圧 を排 除 し ， 子 ど もが 自分 の 選 ん だ仕事 を 自分 の 方法で 続ける

よ うに仕向け ， 子 どもは 多 くの 見学者の 存在す ら忘れ て仕事に集中 し， 自発活動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 31）

の 中か ら自己統制が現れた とい う。
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工　 研　究 論　文

　1915年12月 8 日 に は
，

パ ー カ ース トは
，

モ ン テ ッ ソ
ー リ に よ っ て ， ア メ リカ に

おけるモ ン テ ッ ソ
ー

リ教育監督者 （United　States　Montessori　Supervisor）に任命

され
，

ス テ ィ
ー ブ ン ス ・ポ イ ン ト師範学校 の 教 員を辞 職 して ，

モ ン テ ッ ソ
ー

リ運

動に没頭す る こ とに な っ た。 そ の 際 ，
モ ン テ ッ ソ

ー リ は 自 ら ， 「ヘ レ ン ・パ ー カ

ー
ス トは， 私の 方法 と教 具の 使用法 につ い て ， 完全 に理解 し ， 共感 して い るこ と

を確信 して い ます 。

……
私 の 方法 と教具 をア メ リカ合衆国で 使用す る教 師はすべ

て ，上 に の べ た 結 果 （モ ン テ ッ ソ
ー リ法 の 普及

… …筆者） を得 る ため に 全面 的 に

彼女 に協力す る で あ ろ うこ とを信 じて い ます。 そ こで ， 私は ，
ヘ レ ン ・パ ー カ ー

ス トをア メ リカ合衆国にお ける教師の 監督者 に任命 します」 とい う証明書をモ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32〉

テ ッ ソ
ー リ教育の 関係者に 送付 して い る 。

パ ー カ ース トは ， ア メ リカ の すべ て の

モ ン テ ッ ソ
ー リ ・ス クール の 教員研修 か ら財 政 上 の 問 題 まで 含 めて ，監督責任 を

　 　 　 　 　 　 　 　 33）

引 き受けた の で ある 。 さ らに ， ユ916年10月に ニ ュ
ー ヨ ー ク に開校 した モ ン テ ッ ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 34）

一
リ師範大学の 設立 と運営の 中心 と して も尽力 した 。 モ ン テ ッ ソ

ー リ ・メ ソ ッ ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ss）

が ドル トン ・プ ラ ン に直接 に受け継 が れ た とは言 えない に して も， 以上 の ような

パ ー カ ー
ス トとモ ン テ ッ ソ

ー
リ との 親密 な協力関係 をみ れ ば ，

モ ン テ ッ ソ
ー

リ ・

メ ソ ッ ドが パ ー カ ー
ス トの 思想 に与 えた影響 を過小評価す る こ とはで きない 。

　モ ン テ ッ ソ
ー

リが パ ー カ ー
ス トに 与 えた影響の 中で ， ドル トン ・プ ラ ン の 成立

に とっ て 重 要 な意味 を も っ て い るの は ， 次の 2 点で あろ う。 第
一

は ， 子 ど もの リ

ズ ム を自発性 の 根拠 と した こ とで ある 。 第 1 章で み た よ うに ， 子 ど もの 自発性 は

児 童研 究の なか で 既 に 強調 されて お り，
パ ー カー

ス ト自身の タ コ マ で の 実践 に お

い て も ， 自発 性 の 尊 重 は基 本 原理 の ひ とつ で あ っ た 。 しか し ， 児童 研究 の 場合 ，

自発 性 の 根拠 は 本能や 反復説 に お か れ て い た 。 こ れ に たい して ，
モ ン テ ッ ソ

ー
リ

は ， 子 ど もを実際 に観察す る こ とに よ っ て ， 「自然が 子 ど もに リズ ム を与 えて い

る」 こ と を確 認 し， その リズ ム に従 う教育 を主 張 した 。 リズ ム に従 お うとすれ ば，

時 間割をあ らか じめつ くっ て 子 どもの 活動 を分断する こ とは有害で あ っ た。
パ ー

カ ー ス トは ， 「子 どもが 自らの 意志 を発展 させ るの は ， 単 に なん らか の 仕事を選

択 して 遂行 しようと決心す る こ とに よ っ て で は な く， 選択 した こ と を続 け る こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3fi）

に よっ て 可能に なる」 と
，

モ ン テ ッ ソ ー リ ・メ ソ ッ ドを解 説す る なか で 述べ て い

る 。 時間割を廃止 して ， 子 どもの 主 体的 な学 習の 連続性 を保障する こ とは ， ドル

トン ・プ ラ ン の なか で ，実現が 目指 され る こ とに なる 。
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ドル トン ・プラ ン の成立過程とヘ レ ン ・パ ーカ ース トの思想形成

　第二 は ，環境 に秩序 を持たせ る こ との 重要性 で あ る 。 環境 の 重 要性 も既 に児童

研究にお い て主張 されて い た が ， それ は， 子 どもの 自由で 自発的 な活動 をで きる

限 りその まま保障する ため の 条件で あ っ た 。 自発的 な活動を束縛する もの を排 除

すれ ば よか っ た 。 こ れ に対 して ，
モ ン テ ッ ソ ー リは ， 「子 ど もは， 目的 を持 たず

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37〉

に活動 して い る ときは 自由で は ない 」 と述べ
， 自由で ある とは 目的を もっ た活動

をす るこ とで ある と考えて い た 。 目的 をもっ た活動は ， 秩序 だ て られ た環境 の な

かで は じめ て 可 能に なる 。 「我 々 に で きる の は 最高の 環境 を子 どもに あた えるか ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3s）

あるい は子 どもが最高の 環境 を獲得す るの を援助す るこ とだけで す」 とモ ン テ ッ

ソ
ー リ は語 り， 環境整備をモ ン テ ッ ソ ー リ ・メ ソ ッ ドの 眼 目と した 。 環境 の 整備

は ， ドル トン ・プ ラ ン の 最大の 課題 となる の で ある 。

　た しか に ， 自発性の 尊重 と環境整備の 重要性を ，
パ ー カ ー

ス トはモ ン テ ッ ソ
ー

リを知 る以 前か ら児童研 究 を通 して 認めて い た し， そ の こ とがパ ー カ ー
ス トが モ

ン テ ッ ソ ー りの 思想 に共鳴 した大 きな理 由で あ っ た と考え られ る 。 しか し ， 1910
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39）

年代 の ア メ リカにお い て 児童研究 は既 に説得力を失 っ て い た 。 その とき ， 児 童研

究に代わ っ て ，
モ ン テ ッ ソー リ ・メ ソ ッ ドは ， 自発 性 が リズ ム に よ っ て 支 え られ

て お り， 環境 を秩 序だて るこ とが教育で ある とい う考え方 の 理 論的根拠 とな っ た 。

そ して そ の 考え方が ドル トン ・プ ラ ン の 自由の 原理 に受け継が れ る の で あ る 。

川　バ ー ク か ら学 ん だ もの 一 自己計画 の 原理

　パ ー カ ー
ス トは 1915年の 8 月か らll月 まで

，
パ ナ マ 太平洋万 国博覧会で モ ン テ

ッ ソ
ー リ ・モ デ ル ・ス ク ール を指導して い た ときに ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 州立 師範

学校 の フ レデ リ ッ ク ・リス ター ・バ ー
ク学 長 （Frederic　Lister　Burk，1862− 1924）

と頻繁 に会 っ た 。
バ ー ク学 長 は モ ン テ ッ ソ

ー
リ ・メ ソ ッ ドにつ い て パ ー カ ース ト

か ら学 び
，

パ ーカース トは，バ ークが 開発 した個別教育法 （individual　instruction＞
　 　 　 　 　 　 4o）

を直接に学 んだ。 二 人の 交流 はそ れ以来 ，
バ ー

クが 亡 くなる 1924年まで 続 い た 。

モ ン テ ッ ソ
ー

リが コ マ
ー シ ャ リズ ム に走 っ て い る こ とを指摘 し ，

モ ン テ ッ ソ
ー

リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41］

か ら独立す る こ とを強 く勧 め た の はバ ー ク で あ っ た 。

　バ ー
クは ， クラ

ー
ク大学の Gス タン レー ・ホ

ー
ル （G．Stanley　Hall

，
1844− 1924）

の もとで 児童研 究 を学ん で 1898年に博士号 を取得 し ，
カ リフ ォ ル ニ ア 州サ ン タ ・

バ ーバ ラ の 教 育長 を へ て ， 1899年か ら1924年に亡 くなる まで サ ン フ ラ ン シ ス コ 州
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1　研　究　論　文

立 師範学校の 初代学長 を務め た 。 1912年こ ろ か ら， 自分 自身の 理論 に基 づ い て 個

別教 育法 を開発 し ，
パ ー

カー ス トに会 っ た当時 は ， 実験 を続 けて い た最中で あ っ

た 。 個別教育法 は ， 子 どもに教科別の ワ
ー ク ブ ッ ク を与 え， そ れ を生徒 が それ ぞ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 42；

れ の ペ ー
ス で 自己訂正 しなが ら学習する とい う方法で あ っ た 。

　バ ー
ク も ， 子 ど もの 自発 性 の尊重 ， お よび ， 環境の 整備， とい う 2 点で ， モ ン

テ ッ ソ ー リの 思想に共 鳴して い た 。
パ ー カ ー

ス トが バ ー ク に 送 っ た モ ン テ ッ ソ
ー

　 　 　 　 ゆ

りの 講演録 に 対す る返 事の なか で ，
バ ー ク は ， 厂（講演録 は）本 当 に彼女 （モ ン テ

ッ ソ ー リ）の 言 うとお り， あ らゆ る教育の 正真正銘の 根本原理 を発見 した もの だ

と， 私は考 え ます 。
つ ま り， 彼女の い う注意 の 集 中 （polarization　of　attenti 。n），

私 自身の 表現で は ， 自発的思 考 （dynamic　thinking ） こそ根本原理 で す 。 こ の よ

うな心 の状態 を利用 した教育は い ままで 行わ れ た こ とがあ りませ ん 。 しか し ， そ

れ を利用 しない 限 り，教育の 大 きな進展 は あ り得 ない で しょ う。 モ ン テ ッ ソ
ー

リ
　 　 　 　 　 　 　 44 ｝

の 言 うとお りで す」 と， モ ン テ ッ ソ
ー

リの 注意の 集中 と自分 の 自発的思考 との 類

似性 を 自ら認め て い た 。 モ ン テ ッ ソ
ー

リ自身はそ の 講演録 の 中で
， 「子 どもの 注

意力が外界 の 物 また は 事実 とつ よ く結 び付 い て い る と い う事実 ， そ の こ とが
… …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 451・

複雑だが 自発的な活動が 子 ど もの なか に ある こ とを証 明 して い る」 と述べ ， 自発
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 461・

的活動 に もとつ く自動教育 （auto −education ）を提 唱 して い た 。 自発性 の 重視 と

い う点で ，
二 人の 思想 は

一
致 して い た の で ある 。

　さ らに ， 子 どもの 自発 性 を保 障するため の 環境 整 備 を教 育の 目的 とした点で も，

二 人 の 思想 は 共通点 を もっ て い た 。 モ ン テ ッ ソ
ー

リ ・メ ソ ッ ドの 眼 目は ， 「人 間

の 内的法則 」 に従 うよ うに
， 「よ く秩序 だて られた 環 境」 を用 意す るこ とで あ っ

た 。
バ ー

クの 個 別教 育法 も， 子 ど もが 自発 的 にかつ 自力で 学習 す る こ とが で きる

よ うな環 境 を作 り出す こ とが ね らい で あ り，
モ ン テ ッ ソ

ー
リ ・メ ソ ッ ドの 目指す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 47；

とこ ろ と同 じで あ っ た 。 こ の ように ，
パ ー カ ース トはバ ーク を通 して

， あ らため

て 自発性お よび環境整備の 重要性を確認した とい うこ とが で きる 。

　個別教育法 を実施す る際 に採用 され た 自己信 頼 プ ラ ン （self −reliant 　plan ） は ，

ドル トン ・プ ラ ン の 自己計画の 原理 に つ なが る もの と して と くに 重 要で あ る 。 そ

れ は ，
一

定の 能力が ある と教師に判定 され た生徒 （self−reliant 　pupil） に は ， 時間

割 を無視 して ， 自分で 学習計画 をた て る こ とを許す とい う方法で あ っ た 。 決 め ら

れ た 最低 限の 教科 内容 を習得 して い る 限 り，時 間の使 い 方 は生 徒の 自由に任せ
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た 。 「生徒 は 自分 自身の 判 断で
， あ る教科 を， 自分の 気 の 済む よ うに ，長時間学

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4s〉

習 して も， 短時間で 終わ らせ て もよか っ た」の で あ る。 樋 口長市は 、 ドル トン ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 49）

プ ラ ン は「こ の 自頼生案 を普遍化 した もの にす ぎない 」と説明 して い る 。

　パ ー カ ー ス トは ， 1916年 3 月 8 日付 け の 手紙で ， 自分が構想 してい た方法 をバ

ー クに説明 して い る。 そ の 内容 を見 る と ， この 時点で ドル トン ・プ ラ ン が ほぼ完

成 して い た こ とが わ かる 。 手紙 の
一

部 は以 下の とお りで ある 。

　　あな たに手紙 を書 くの が 遅 れ た の は ， 実際に か な りの 長い 手紙 を書 きたか っ

　　たか らです。

… …私がず っ と構想 して きたち ょ っ とした計画 を提案 して ， 自

　　分の 計画が可能な もの で あ る こ とを確か め たい の で す。
……私 は ， 子 どもが

　　全 く邪魔 され る こ とな く最高の 学習が で きる よ うな状況で 学習する機会を持

つ よ うに なる こ とに ， 関心 を もっ て い ます。

……

私は今まで と違 っ た方法で 子 どもを寄せ 集め た りしませ ん し ， 従来 よ りも多

くの 部屋 が 必要で もあ りませ ん 。 い うな らば， 算数の 部屋が ひ とつ かふ たつ
，

歴史 ， 地理 ， 読書等 の部屋 がい くつ か必 要に な る くらい で す。 第 4学年以 上

で は ， すべ て の 生徒 が 自分 自身の 学習 を選択す る の を許 します 。 学 習 の 始 め

に は ， 彼 らに 学習メ ニ ュ
ー カ ー ドを与 える こ とが必要で す 。 数 日後 に は ， 生

徒は書 き込 み 用 カ ー ドを与 え られ ， そ れ に 自分 自身の 進 度 と割 り当て 仕事 を

示 します。 私 は少年に も少女に も最初 に
一
定量 の 学習内容を割 り当て ますが ，

その 学習が な され る ため の
一定の 時 間を割 り当て は しませ ん 。 そ れ は学習の

順序が 重要で は ない との全 く新 しい 考 え方で す。 とい うの は
， 今 まで は

一
般

には 学習 内容 は
一

定 した 明確 な割 り当て が な くて ， 時間は明確 に割 り当て ら

れて い た か らで す。

……子 どもは割 り当て仕事 の メニ ュ
ー を見て ， その 日 に

割 り当て られ た量の仕事 を成 し遂げる まで ， 自分の 行 きた い 部屋 に 行 っ て も

よい し， そ の ままそ の 部屋 に い て もよい の で す。

… …

これ らの 部屋 は図書館の よ うな もの で あ っ て ， 机で はな く， テ ー ブル を置い

て お きます。
……教 師は本当の 生 きた 参考書で あ り， 状況に つ い て は る か に

正確な見通 しを持 つ こ とが で きる は ずで す 。

… …

子 どもが理性 的 に考 え ， 学習 の 順序 を決め ， そ れ に よっ て 自分 の 進度を判断

し， それ を他 の 仲間 の 進度 と比 較で きる よ うな状 況 に ， 自分 自身をお くこ と

がで きる ならば ， 生徒 はい っ そ う熱心 に学習する し ，
い っ そ う興味 と情熱が
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沸 くに 違い あ りませ ん 。 （後略。 ア ン ダ
ー

ラ イ ン は筆者）

　「ドル トン ・プ ラ ン の教育』 （1922） の 説明 と比 較すれば ， 教科 ご との 部屋 は実

験室 に， 学習 メ ニ ュ
ー カ ー

ドは 課業表 （ア サイ ン メ ン ト） に ， 書 き込み 用 カ ー ド

は進 度 表に ， 相当す る 。 子 どもが割 り当て 仕事 を こ な して い る限 りは ， 自由に部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5o）

屋 を変わ る こ とが で きる の は ， ドル トン ・プ ラ ン と同 じで あ る 。 さ らに ， 第 4学

年以 上 を対象 と して こ の 計画 を作 っ て い る こ とに も注 目 しな けれ ば な らな い
。 実

はパ ー カ ース トはサ ン フ ラ ン シ ス コ に い た ときに ，
バ ーク学長 の 好意で

， 9歳か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51）

ら12歳 の 生徒 を対象 に した実験 室案 を実施 した こ とが あ っ た 。 そ の 延 長 と して
，

こ の 手紙にあ る ような方法 を提 案 した と考え られ る 。 こ の ドル トン ・プ ラ ン の 原

案 ともい うべ きもの を ， 真 っ 先 にバ ー ク に提示 した こ とが ，
バ ー ク の 影響の 大 き

さを示 して い る 。
バ ー ク の個別教育法 を参考 にす る こ とに よ っ て ， ドル トン ・プ

ラ ン は大 き く完成に 近 づ い た の で ある 。

lV　デ ュ
ー イ か ら学 ん だ もの 一 共働 の 原理

　モ ン テ ッ ソ ー リ運動か ら手 を引い た の ち ，
パ ー カ ー

ス トはバ ー
クに励 まされ ，

再 び 自分 自身の 実験室 案の 開発 に取 り組ん だ 。 彼女は ， すで に 「教育の 個人的側

面 につ い て は十分な研 究を重 ねた と思 っ た の で
， 今 度は学校 を社会的側 面か ら研

究す る こ とに全 精力 を集中 し」 た 。 そ の 成果 は進度表で あ っ た 。 進度表 に は ， 個

人の 進 度 を示す児童進 度表 ， 学級 の 中で の ひ と りひ と りの 進度 を示す実験室 進度

表 な どが ある。 生徒 は 進度表 をお 互 い に比較 し合い
， 年齢の 違 い を越 えて ， 助 け

合 っ た り， 協力 した りして ， 「集団作 り」 と 「集団 と集団 との 交流 を完全 な もの

　 　 52）

に す る」 こ とが で きた 。

　年齢の 異 なる生徒相互の 協力や交流 は ， ウ ィ ス コ ン シ ン の 田舎の 小学校 で実験

室案 をは じめ て 実施 した ときか らパ ー カ
ー

ス トが強調 した こ とで はあ っ た が ，そ

れ に確か な理論 を与 えたの は ジ ョ ン ・デ ュ
ー イで あ っ た 。

パ ー カ ー
ス トは デ ュ

ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 53｝

イの 言葉を引用 しつ つ 「実際の 社会生活 は……協 力 と相 互作 用 で あ る こ と」 を強
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 54）

調 し， そ の うえで ， 「生徒が 自 ら楽 しんで ， 自然に社会の
一 員 と して 行動す る 」

よ うな方法を探求 した 。 そ こ で ， 実験 室 の なか で ， 異 なる学年の 生徒が 同 じテ
ー

マ で 協力 した り， 年長児が 年少児を援助 した りする こ とを奨励 した 。 また ， 午前
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中 と午後の 間に 会議の 時間を設 け，各生徒が そ れ ぞ れ 自分の 抱 える問題 を出 し合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56）

っ て ， 話 し合 う機会 に した 。 実験室案 は ， デ ュ
ー

イの 影響 を受 けて ，
こ の よ うな

社会的側 面 を も重視 し ， ドル トン ・プ ラ ン の 基 本原理 の ひ とつ で あ る共働 の 原理

を確立 したの で ある 。

　厂学校の 社会的側面」の研 究は ， 「集団生 活 の 交流 」 とい う方法の 基礎 とな っ た

だけで はない
。 学校を 「社会学的実験室」 と見な し， 実験室案の 目的 をコ ミ ュ ニ

テ ィ形 成 と して 明確 に示す こ とに もなっ た 。
パ ー カ ー

ス トは
， 厂ドル トン ・プ ラ

ン の 目的は総合的な もの で ある。 そ れは学校全体 を一つ の コ ミ ュ ニ テ ィ として 機

能 させ る ため の 簡単で
， 経済的な方法を提示 して い る 。 生徒の よ く生活 し， 学習

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 57）

す る状況が ， か れ らの 環境 の 主要 な要素で ある」 と述 べ て い る 。
コ ミ ュ ニ テ ィ の

中で は ， 生徒が 自発的に研究 し ， 相互 交流 し， 協力する こ とが で きる 。 その よ う

な 「協力的 コ ミ ュ ニ テ ィ」 を作 り出す こ とが ドル トン
・プ ラ ンの 目的で ある とし ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5s）

そ れ を 「学校 の 社会化」 と表現 した 。 そ して ， 「学校 の 社 会化 が ，子 ど もの 解放

と同 じよ うに ， こ の 実験 （ドル トン ・プ ラ ン ）が成功す るため に最 も重要 な こ と
　 　 59）

で ある 」 と考え た 。 ジ ョ ン
・
デ ュ

ー
イ の 娘 で あ り，

パ ー カ ー
ス トの 親 友 で もあ っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6o）

た エ ベ リン ・デ ュ
ー イは ， ドル トン ・プ ラ ン の 社会的側面 を特 に強 調 して い る。

こ の よ うに ， 「学校の 社会化」 は子 ど もの 自発 的活動 を保 障 し， 生徒 の 相互 交流

と協力 を促進 す る こ とを含ん で い た 。 そ の よ うな環境づ くりが ，
コ ミ ュ ニ テ ィ 形

成 で あ り， ドル トン ・プ ラ ン の 目的で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 61）

　パ ー カー ス トは ， 1919年 に 「1910年 に タ コ マ で 実施 した もの を発展 」 させ て ，

かつ て の モ ン テ ッ ソ
ー

リ師範大学 の 附属学校 を もとに ， 第 4 学年か ら第 8学年ま

で の 年長児を対象 とする 学校 を設立 した 。 こ れ が児童大学の 起源 で あ る 。 また ，

同年の 秋 には ，
マ サチ ュ

ーセ ッ ッ 州バ ー ク シ ャ
ー に あ る 障害児 を対象 と した 学校

で 実験室案 を実施 し， さ ら に翌 20年 2 月に は
，

マ サチ ュ
ー セ ッ ツ 州 ドル トン の 公

立 ハ イス ク ール で
， 実験室案を実施 した 。

　 こ れ以後の ドル トン ・プ ラ ン に つ い て は ，パ ー カ ー
ス トの 『ドル トン ・プ ラ ン

の 教 育』お よび エ ベ リ ン ・デ ュ
ー イの 『ドル トン実験室 案』 に詳 し く紹介 され て

お り， 説明の 必 要は ない で あろ う。 ただ， ドル トン ・プ ラ ンの 名称の 由来 とな っ

た ドル トン の ハ イス ク ー ル で の 実践の 重要 な点の み 確認 して お こ う。 実験室は 教

科別で あり， 生徒は 自分の 立 て た計画 に したが っ て
， 実験室の 間を移動する 。 実
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験室の 四 隅に は大 きなテ
ー ブル が あ っ て ， そ こ で は生徒の 共働学習が 行われる 。

同校の ジ ャ ッ クマ ン 校長 は ， 教 師 の 役割として
， 教室 内の 学習の 雰囲気を維持す

る こ と， アサ イ ン メ ン ト （課業表）に つ い て 詳細に説明する こ と， 実験室の 設備

の 使い 方 を指示 する こ と ， 問題 に挑戦す る方法 を示唆す る こ と， 必要に応 じて教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 62）

科 内容の 説明をする こ と ， とい う5 点をあげて い る 。 ドル トン ・ス クー ル にお け

る教師の 役割が 生徒 の 自発的学習を援助する ための 環境づ くりにほ とん ど限定さ

れ て い る こ とが わか る 。

V　結論

　 ドル トン ・プ ラ ン の 成立過程 を ま とめ て お こ う。 まず， ドル トン ・プ ラ ン は児

童研 究 を継承 し， 発展 さ せ た もの で あ っ た 。 実験 室の 概念 を示 したス ウ ィ フ ト，

パ ー カ ー
ス トに 実験室案の 実施を促 した ヨ ー ダー

， さ らに ， ドル トン ・プ ラ ン の

基礎 となっ た個別教育法 をパ ー
カ

ー
ス トに伝 授 した バ ー ク 学長 な ど ，

い ずれ もア

メ リカ に お ける児童研究運動の 指導者で あっ た 。
パ ー カ ース トは ， 彼 らの 研究や

実践 を通 して児 童研 究の 成果 を学び ， 子 ど もの 自発性 を尊重 する こ との 重要性 を

確信 し， その ため の 環境整備 の 方法 と して
， 実験室案 を考案 した 。 と くにバ ー ク

の 個別教育法は ， ドル トン ・プ ラ ン に お ける 自己計画 の原 理 へ と直接 につ なが っ

て い る 。

　パ ー カ ー ス トはモ ン テ ッ ソ
ー

リの 理論 に よ っ て ， 人格の リズ ム とい う言葉で 子

どもの 内的衝 動 や 自発 性 を科学的 に説明 し ， 自由の 原理 の 根拠 と した 。 また ，
モ

ン テ ッ ソ
ー

リの 理 論 は ， 当時すで に説得力を失 っ て い た児童研 究に代 わ っ て
， 環

境 の 重要性 を強 調す る根拠 に もな っ た 。
モ ン テ ッ ソ

ー リ理論 は ， 児童研究か ら発

展 したパ ー カース トの 思想 を補強 した とみ る こ とがで きる 。

　 ドル トン ・プ ラ ン が児童研究の 思想 と大 き く異 な っ て い る点 は ， 共働 の原理 を

強調 した点 で あ る 。
パ ー カ ース トは早 くか ら共働 を重視 した実践 を行 っ て い たが，

それ に 理論的根拠 を与えたの は ， ジ ョ ン ・デ ュ
ー イで あ っ た 。 教育を個人 的側面

か らだけで な く， 社 会 的側 面 を も考慮に い れ る こ と に よ っ て ， 児童研究 か ら出発

した実験室案が ， 進歩主義教育を代表す る ドル トン ・プ ラ ン へ と発展 したの で あ

る 。 この 意味で ， ドル トン ・プ ラ ン は児童研究 と進歩主義教育を架橋 した とい う

こ とが で きる 。
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　進歩主 義教育 を代表する実践で あ る ドル トン ・プ ラ ン は ， 教育を個別化 した実

践 と して 広 く知 られ て い る けれ ど も， 以上 の よ うな成立過程 を確認すれ ば ， ドル

トン ・プラ ン を個人差に 応ず る た め の 個別教授法 とみ なす こ とは で きない
。 ドル

トン ・プ ラ ン の 目的 は ， ひ とつ には ， 児童研究の なか で 強調 され てい た ように ，

子 どもの 自発 的な学習 を可能 にするた めの 環境 整備 で あ り， も うひ とつ に は ， デ

ュ ・
一一イが 強調 して い た よ うな生徒相互 の 協力的関係をつ くる こ とで あっ た 。

パ ー

カ ー
ス トは ドル トン ・ プラ ン の 目的 を 「学校の 社会化」 と表現 したが ， それ は こ

の 2 つ の 意味 を含ん でい たの である。 この 点におい て ， ドル トン ・プラ ン は児童

研 究 と進歩主義教育をつ ない だと言 うこ とがで きる 。
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